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令和 6年度予算見積調書(2月補正予算) 課室名:

説明事業

共助社会づくり課
担当名: 活動支援担当

内線: 2828 (単位：千円)
会計

P6 ＮＰＯ基金費 一般会
計

総務費 県民費
項

県民活動推進
費

特定非営利活動促進基金費
番号 事業名

事 業
期 間

平成16年度～ 根 拠
法 令

埼玉県特定非営利活動促進基金条例

款

針路 08
分野施策 0806

１　事業概要 ５　事業説明

SDGsｺﾞｰﾙ
SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ

　地域課題解決の担い手として期待される県内NPOに対
し、財政的な支援を行うため、NPO基金を設置し、県民
や企業に対する寄附募集活動を行い、寄附金を基金へ積
み立てる。
　あわせて、寄附文化の啓発により、寄附の形による県
民の地域社会活動への参加を促す。

　NPO基金費
　寄附金の見込増による増額　2,454千円

（１）事業内容
　　ア　寄附金の積立　寄附金の基金への積立て　　　　　　　　　　　　　10,000千円
　　イ　運用益の積立　基金運用によって生じた運用益の基金への積立て    　　87千円
　　ウ　基金広報費等　寄附拡大の広報実施と寄附額に応じた感謝状等の交付 1,282千円
　
（２）事業計画
　　ア　基金広報
　　　　基金への寄附の拡大のため、リーフレットや助成事業報告書を作成し、
　　　　配布及びインターネット等によるＰＲを行う。
　　イ　感謝状の贈呈等
　　　　寄附に対する感謝を表すため、感謝状贈呈や協力証の発行等を行う。
　　　　・感謝状贈呈　　団体50万円以上、個人10万円以上の寄附者
　　　　・協力証の発行　上記を除く1万円以上の寄附者
　　　　・礼状の送付　　上記を除く寄附者全員
　
（３）事業効果
　　　基金を活用した支援策により、非営利的に地域課題の解決に取り組む団体の数の増加と質の向上を図る。
　　　また、それらの団体が地域社会と関わりながら活動を継続することにより県民の地域社会活動への参画や、
　　　寄附という形での県民の地域社会活動への参画が期待される。
　　　【活動指標(アウトプット)】広報活動件数　20件
　　　【成果指標(アウトカム)】NPO基金への寄附件数550件(コバトンリサイクル募金を含む)

（４）県民・民間活力、職員のマンパワーの活用、他団体との連携状況
　　　特定非営利活動促進基金への継続的な寄附を行ってもらうため、職員による寄附者等の訪問を実施する。
　
（５）補正予算の概要
　　　運用益の見込増による増額、寄附金の見込増による増額、執行節減による減額

２　事業主体及び負担区分
(県10/10)

３　地方財政措置の状況
単位費用算定あり

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×0.8人=7,600千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
補正後の
予算額財産収入 寄 附 金 繰 入 金

決定額 2,454 14 3,000 △560

現計額 11,369 87 10,000 1,282 0

― 県民生活部 6 ―

支え合い魅力あふれる地域社会の構築

0 13,823

多様な主体による地域社会づくり



 

事業名

単位事業名 予算額 2,454千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 補正予算額 対前年度増減額

財産収入・ 14 ― 特定非営利活動促進基金利子
利子及び配当金

寄附金・ 3,000 ― 特定非営利活動促進基金寄附金
県民費寄附金

繰入金・ △560 ―
特定非営利活動促進基金繰入金

合計 2,454 ―

　
○歳出 （単位：千円）

節 補正予算額 対前年度増減額

旅費 △4 ― 執行節減による寄附者訪問等旅費の減

需用費 △49 ― 執行節減による消耗品費等の減

役務費 △7 ― 執行節減による文書郵送代等の減

委託料 △500 ― 執行節減によるデザイン委託料の減

　

事業内訳書

ＮＰＯ基金費

ＮＰＯ基金費

主な内容

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 2,454千円

　
 （単位：千円）

節 補正予算額 対前年度増減額

積立金 3,014 ― 特定非営利活動促進基金利子
特定非営利活動促進基金寄附金

合計 2,454 ―

ＮＰＯ基金費

主な内容


